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北
上
市
本
石
町
の
日
本
現

代
詩
歌
文
学
館
が
主
催
す
る

「こ
ど
も
の
詩
の
ワ
ー
ク
シ

ヨ
ツ
プ
ー
わ
く
わ
く
な
こ
と

ば
た
ち
」
は
６
日
、
同
館
で

始
ま

っ
た
。
埼
玉
大
日
本
語

教
育
セ
ン
タ
ー
で
日
本
語
や

詩
を
教
え
て
い
る
詩
人
新
井

高
子
さ
ん
＝
東
京
都
在
住
＝

を
講
師
に
、
児
童
ら
が
言
葉

遊
び
な
ど
を
通
じ
て
詩
作
に

挑
戦
し
て
い
る
。

第

一
線
で
活
躍
し
て
い
る

詩
人
の
指
導
で
、
体
験
な
ど

も
交
え
て
詩
の
面
白
さ
を
広

め
よ
う
と
開
催
し
、
今
年
で

７
年
目
。
７
日
ま
で
２
日
間

の
日
程
で
行
わ
れ
、
市
内
を

中
心
に
小
学
２
，
５
年
生
８

人
が
参
加
し
て
い
る
。

初
日
は
、
生
活
の
中
か
ら

簡
単
に
詩
作
す
る
方
法
な
ど

を
指
導
。
「バ
タ
ン
」
「ジ
ャ

―
」
な
ど
ト
イ
レ
に
入

つ
て

か
ら
出
る
ま
で
に
発
生
す
る

音
を
幾

つ
か
挙
げ
て
も
ら

い
、
そ
の
音
に

「バ
タ
ン
と

ド
ア
を
開
け
る
」
「ジ

ャ
ー

と
水
を
流
す
」
な
ど
簡
単
な

凛曜
鮮
麗
¨

」鮨
駆縦̈
難
鰹
ず
礁

諮
既鶉
討
計
電

身
近
な
言
葉
探
し
詩
作
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端論
児
童
ら
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

説
明
を
付
け
た
文
章
を
つ
な

げ
て
詩
作
す
る
方
法
を
学
ん

だ
。児

童
ら
は
何

‐
気
な
く

‐
挙
げ

た
言
葉
に
手
を
加

‐
え
る
だ
け

で
簡
単
に

―詩‐
が
で
き
る
こ
と

を
知
り
驚
い
た
様
子
。
新
丼

さ
ん
は

「普
段
ヽ
私
た
ち
は

面
白
い
音
の
中
で
暮
ら
し
て

い
る
。
身
近
な
所
に
詩
の
種

が
た
く
さ
ん
隠
れ
て
い
る
」

と
説
明
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き
参
加
し

た
小
田
嶋
創
太
君

（黒
沢
尻

西
小
３
年
）
は

「難
し
い
と

思

っ
て
い
た
詩
が
簡
単
に
作

れ
る
こ
と
を
知

っ
た
。
面
白

い
詩
を
書
い
て
み
た
い
」
と

話
し
て
い
た
。

新
丼
さ
ん
の
講
義
で
詩
の

作
り
方
を
学
ぶ
児
童
ら

【北上地方】

地域の情報をお寄せください
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「見上 げた ら星 の輝 き」
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西和賀

腹
Я
網

上
一達
日
黒
十

身
近
な
水

照
岡
小
児

北
上
市
の
稲
瀬
地
区
一

セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
諏

の
教
室

「夏
休
み
体
験

室
」
は
１
日
ヽ
同
市
相
美

の
小
糠
沢
川
周
辺
で
行
わ

た
。
照
岡
小
学
校
の
児
奎

人
が
網
を
持

っ
て
川
瀞

し
、
虫
や
魚
を
捕
ま
え
た

ら
身
近
な
生
態
系
に
理
惚

深
め
た
。

教
室
は
、
知
事
認
定

一

わ
て
森
の
達
人
」
の
菊
油

平
さ
ん
＝
同
市
大
堤
南
＝

講
師
を
務
め
、
北
上
川
ル

合
流
地
点
か
ら
小
糠
沢
旧

さ
か
の
ぼ

っ
た
。


